
政策の柱 政策名 4　たくましく成長するための支援と社会で活躍できる人材の育成

政策目標

主な事業等 （単位：千円）

施策 内容 【参考】
R5予算額
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（１）学生等の職業意
識の早期形成を目指
したキャリア教育の推
進

　・とやま型スーパーグローバルハイスクール事業（再掲）
　　　ふるさとに誇りと愛着をもちながら、国際的素養を身に付け、地域や国際社会の課題を解決
　　　できる人材を育成するため、海外大学等での研修実施校を支援

　・英語・グローバル教育充実事業（再掲）
      高度な英語力を持ち、世界で活躍するグローバル人材を育成するため、各校で設定した
　　　学習到達目標の活用を促進し、全県で英語指導の一層の充実を図る

■産学官連携による最先端プロジェクトや専門人材育成への支援

　・合同企業訪問（大学コンソーシアム富山）
　　　企業訪問を通じた就業意識の向上と県内企業の魅力発見

　・地域の多様なインターンシップ創出事業（再掲）
　　　県内企業のインターンシップ実施支援と県内外学生のインターンシップへの参加促進など、
　　　企業と学生のインターンシップにおけるマッチング機会を増やす取組み等を推進

　・県内大学生等留学支援事業
　　　海外に留学する県内大学生等を経済的に支援するため、県内企業への一定期間勤務を
　　　返還免除要件とした奨学資金を貸与

■国際人として活躍する資質を育成する教育の充実

（２）未来のイノベー
ションを起こす人材を
育成する取組みの充
実

■大学コンソーシアムの運営支援（再掲）

　・アセアン地域等からの外国人留学生受入・定着促進事業（再掲）
　　　アセアン地域やインドからの留学生の採用を希望する県内企業と連携し、就学から就職
　　　までを一体とした留学生の受入れを実施

  ・語学指導等を行う外国青年招致事業（再掲）
　　　英語を母国語とする外国青年を招致し、外国語指導助手（ＡＬＴ）として県立学校及び
　　　総合教育センターに配置

（３）高等学校や大学
におけるグローバル
な教育環境の整備

　・とやまの高校生留学促進事業（再掲）
　　　高校生等の異文化理解を深め、我が国と海外の国との相互理解と友好親善に寄与する
　　　人材育成のため、県内高校生等に留学支援金を給付し、海外留学の促進を図る

「元気とやま創造計画アクションプラン（R5年度版）」

人づくり

若者が、自らの可能性を開花させ、才能や個性を伸ばして、たくましく成長し、社会で活躍できる
有為な人材となっていること

■キャリア教育の推進

　・富山型キャリア教育充実事業
　　　－県立高校におけるキャリア教育の充実を図るため、「アカデミック・インターンシップ」や「職業
　　　　 教育プログラム推進事業」などを含めた「社会へ羽ばたく17歳の挑戦」事業を推進

　・富山“Re-Design”ラボ事業（再掲）
　　　首都圏などで活躍する人材が富山大学の協力研究員として半年間富山に住み、リカレント教育
　　　を受けながら県内企業の経営課題の解決に取り組むもの。企業支援や求職者支援を行う。

■高度なものづくり人材の育成

  ・地方大学・地域産業創生くすりコンソーシアム推進事業（再掲）
　　　医薬品産業の振興や専門人材の育成・確保を推進

　・社会人インターンシップ導入支援事業（再掲）
　　　県内企業の社会人インターンシップを推進するため、企業を対象としたセミナーの開催や
　　　合同企業説明会を行う

　・県内企業魅力発信・ブランディング事業（再掲）
　　　富山県企業の魅力を県内外へ発信し若者の県内定着へつなげるため、業界のリアルを知る
　　　トークイベントを開催し、イベントの動画を編集のうえ広く発信する。

　・アルミ産業成長力強化戦略推進事業（再掲）
　　　アルミのリサイクル（グリーン化）に向けた取組みや人材育成を推進するとともに、アルミサンドボ
　　　ックス提案への取組みを支援

　・産学官協働ローカルイノベーション創出事業（再掲）
　　　新・富山県ものづくり産業未来戦略の重点分野を核とする新コア技術の創出を目的とした、
　　　研究会による知識の習得、新技術の創出や実践的なものづくり人材の育成を推進

　・県立大学ＤＸ教育研究センター運営事業（再掲）
　　　産学官金の連携教育研究拠点として、ＤＸを担う人材育成と研究を推進

　・【拡】ヘルスケア産業育成創出事業（再掲）
　　　ヘルスケア分野での新たな産業創出を目指し、「とやまヘルスケアコンソーシアム」による
　　　県内企業のヘルスケア産業への参入と、新製品開発・新事業創出を支援



1１４,988

40,000

5,000

47,952

9,500

＜参考＞
活動指標

468人
（R4）

504人 576人
医学生に対する修学資金の貸与制度を開始した
平成１７年度以降の延べ貸与者数

■修学資金貸与制度の活用等による、社会に必要とされる医師、看護師等の医療人材や
　 介護福祉士等の福祉人材の育成

（４）芸術・文化や医
療・福祉分野におけ
る人材育成の取組み
の充実

医学生修学資金延べ貸与者数（再掲）

R3
(2021年度)

　＜医師＞
　・地域医療確保修学資金貸与事業（再掲）
　　　医学部の定員増により入学する富山大学及び金沢大学の医学生に対する修学資金の貸与等
　・とやま地域医療連携ネットワーク推進事業（再掲）
　　　医学生等のキャリア形成支援、医師不足・偏在状況の調査分析、医師の派遣調整等を行う
　　　寄附講座を富山大学附属病院に設置し、医師不足の県内医療機関を支援
　・【新】地域医療フレキシブル体験推進事業
　　　特別枠の医学生による自主企画型の地域医療体験実習を実施し、地域医療に対する
　　　意識の涵養を図る

　・【新】とやまアーティストマッチング事業（再掲）
　　　県民が文化に触れる機会の拡充と県内芸術家の活動の場の拡大のため、県民の活動依頼に
　　　合わせた県内芸術家等の派遣調整等を実施

　＜看護職員＞
　・看護学生修学資金貸与事業（県大枠30名）
　　　県内での就業を希望する県立大学看護学生に対する貸与

■芸術・文化分野における人材育成

指標名 R8
(2026年度)

現況
R3年度

目標

指標の説明


